
矢上地区・中野地区・田所地区の全域において、おおなんきらりエネルギー株式会社がPPA事業者となって、公共施設、事業所、住宅等に太陽光や蓄電池を設
置し自家消費を進めるとともに、その他民生需要家に同社が再エネ電気メニューにより再エネを供給することにより同区全域の脱炭素化に取り組む。その他、全公共
施設の脱炭素化、自家用車と農作業用軽トラックのEV化、ソーラーシェアリングや農機具の電化等に取り組む。

取組の全体像

邑南町：再生可能エネルギーで輝く「おおなん成長戦略」

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度
以降

１．民生部門電力の脱炭素化に関する主な取組

① 道の駅瑞穂の再整備に当たり、地熱を活用した空調設備の導入や駐車
場への地熱を利用した融雪設備の導入、蓄電池・充電スタンドの設置や
EVカーシェアリングを実施

② スマート農業の推進による農作業の効率化や有機農業、ハウス暖房のエネ
ルギー源の電化、化学肥料を使わないことによるCO2削減や農産物の品
質向上の推進、ソーラーシェアリングによるエネルギー供給等を推進

③ ハウスのエネルギー源や農耕具の電化を進め、重油消費抑制による CO2
排出削減と作業の効率化を進め、余剰電力については、鳥獣害対策とし
て、電気柵に活用

２．民生部門電力以外の脱炭素化に関する主な取組

① スマート農業や有機農業の推進によるハウスの暖房のエネルギー源や農耕
具の電化による農業分野の脱炭素化や地熱を活用した融雪設備の導入
など、農業分野において他地域へ横展開

② 安価な電力供給実績を有するおおなんきらりエネルギーと連携して学校を
はじめとした公共施設、事業所、家庭への太陽光発電施設の導入、再エ
ネの地産地消を進めることにより、教育部門との連携や電気代の削減、地
域外へ流出していた電気料金の地域内循環・町民の所得向上

４．主な取組のスケジュール

① 矢上地区・中野地区・田所地区の全域において、おおなんきらりエネル
ギー株式会社がPPA事業者となり、公共施設約40件、戸建て住宅約
300件のほか事業所等を含め合計約470件の太陽光発電・蓄電池の設
置を進め、「再エネ電力メニュー」として3地区等に再エネ電力を供給し、高
圧低圧全ての公共施設も再エネ化

② 公用車のEV化とともに、長時間停車が見込まれる場所へ充放電設備を
整備し、日中の需要を夜間電力や緊急時の電源供給に活用

３．取組により期待される主な効果

公共施設、一般住宅等への太陽光発電設備・蓄電池の設置

ソーラーカーポート・ソーラーシェアリング整備事業

公用車へのEV導入

道の駅瑞穂再整備
地熱を利用した融雪設備導入
地熱を利用した空調設備導入

スマート農業・有機農業の推進
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脱炭素先行地域の対象：矢上地区、中野地区、田所地区、公共施設群
主 な エ ネ ル ギ ー 需 要 家：戸建住宅1,446戸、アパート48棟、学校11校、大型ショッピングセンター2施設、公共施設31施設 等
共 同 提 案 者：おおなんきらりエネルギー株式会社


